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【研究概要】 

超音波によるイノシシ忌避装置（特許第 6139395 号を活用，2 万 Hz 照射）の忌避条件を基に，

本取り組みではシカに対する忌避条件の最適化を行い，その効果を検証した。装置稼働時の映像

データから各種忌避条件におけるシカの侵入回数を数値化し，忌避効果の認められる実験条件を

選定した。その結果，約 2 万 Hz から 3 万 Hz の周波数で，映像解析から忌避効果が認められ，

特に，幼小個体においては，2 万 6 千 Hz の周波数において，シカの明瞭な警戒行動が確認でき

た。 
 

【実験方法】 

安芸高田市産業振興部地

域営農課鳥獣対策係の支援

で，地元猟友会と現地視察を

実施した。また，周辺のシカ

の目撃情報を調査し，かつ，

外部要因を考慮する必要の

少ない（＝民家から遠い，車

道から距離があるなど）エリ

アを選定した（右図参照）。

超音波を照射する忌避装置

には，赤外線センサと動体セ

ンサを合わせもつシステム

とした。これにより，木々の

揺れなどに起因するバック

グラウンドの要因を排除し，

装置本体周辺（センサの索敵範囲は約 8m 程度である）における動物の行動のみをこれらのセン

サが感知することができる。次に，忌避効果の検証は，忌避装置の周辺に完全に独立稼働する赤

外線カメラを設置し，周辺の映像を観察した（本体センサと同様に，センサの索敵範囲は約 8m

程度である）。各赤外線カメラにシカが侵入した状況，及び，超音波装置の本体センサの稼働状

況を加味し（時々，カメラに動物が全く映り込んでいないケースがあり，このとき装置本体も稼

働している場合，映像がなくても侵入されたと判断した），最終的な動物の侵入回数とし，任意

の 5 日間の区間の平均値毎に数値化した。 

 

【研究成果と考察】 

超音波装置の本体センサ感知後にタイムラグを設けた。即ち，センサが動物を感知した 10 秒

後に，忌避音波を発生するプログラムを採用した。このような遅延照射の機能はイノシシ忌避で

も利用している。その狙いは次の通りである。シカの移動速度や装置周辺への進入角度によって，

一つの音源でも多様な方向や音量でシカに忌避のための超音波が届くように工夫するためであ

る。この試験で得られた直接的な忌避行動の観察映像はプレゼン時に紹介するが，異変を感じ立

ち止まる行動や，侵入経路を逆方向に逃げ去る行動がみられた。 
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以下に，具体的な

試験状況及び監察

結果を紹介する。中

電工による電柱設

置作業を待ち，10

月初旬より通常時

の映像取得を開始

した。通常時とは，

忌避装置を稼働し

ていない状況を指

す。通常時を 1 週間

程度，その後，1 週

間程度，周波数 3 万

Hz での忌避を開始

した。この間，映像

は SD カードを交換

することなく連続

的に取得する予定

であった。しかしながら，設置した野外カメラが作動しないトラブルが発生したため，カメラの

調整を済ませた後に，再度，試験を継続した。そのため，正味の通常時の映像を把握できない状

況に陥った。そこで，通常時の状況を現地で再現すべく，この後，周辺へのシカの再侵入を促す

ため，忌避装置は休止した状態で通常時の映像取得のみ進めた。このとき，装置から約 10m 間隔

でカメラ 4 台から 6 台（一部，試験期間内に追加）をほぼ直列に設置した。約 2 か月後，映像デ

ータから，再び多くのシカの再侵入が認められたため，忌避装置を再稼働した。言い換えれば，

3 万 Hz でもシカには忌避効果がみられたことを意味する。しかしながら，イノシシを考慮すると，

3 万 Hz では忌避効果が少ない。そのため，以降の試験は，2 万 Hz から 3 万 Hz の間で，シカ忌避

に効果のある周波数を検討した。検討の結果，2 万 6 千 Hz 程度でイノシシ忌避と同様のシカ忌避

の効果が認められる映像が取得できた。このケースでは，約 50m 先のカメラ周辺では，超音波照

射下であるにも拘わらず，シカの捕食活動が確認できた。この距離は装置センサが稼働しないエ

リアであるため，周辺に忌避音波も照射されてはおらず，そのため，全く無反応であるシカの映

像が取得された。他のカメラについても検討を重ねた結果，装置から 20m 程度は侵入が抑えられ，

30m を超えるとシカの侵入がみられた。これは，装置から 10m 前後で照射された経験をもつシカ

は，その周辺を警戒したために，装置から 20m 程度まで近づかなくなっているものと考えられる。

また，成体と幼少個体を比較すると，幼少個体が比較的顕著な警戒行動を取る映像が得られた。

得られた結果を，天候毎（晴れ・曇り，雨天）に集計したところ，雨天時の忌避効果は低い結果

がみられた。 

 
【まとめ】 

約 2 万 Hz から 3 万 Hz の周波数で，映像解析からシカに対する忌避効果が認められ，特に，

幼小個体においては，2 万 6 千 Hz 程度の周波数において，シカの明瞭な警戒行動が確認できた。

また，忌避効果は，天候に影響を受けている可能性も示唆された。 
 これらの成果は，以下でも公開，あるいは，公開予定である。 

〇 NHK サイエンス ZERO の取材（R2.3 月），4 月放送。 
〇 安芸高田市 夏期研修会にて成果発表予定（R2.日程調整中） 

以上。 
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